
上金井町 優勝を記念して

町会焼肉会の風景

　

9
月
7
日
、
里
山
辺
地
区
防
災

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

同
様
、
朝
ま
で
降
雨
の
た
め
、
里

山
辺
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
、
山
辺
中
学
校
柔
剣
道
の
2
カ

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

里
山
辺
体
育
館
で
は
、開
会
式
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
に
よ
る
救
命
処
置
・

炊
き
出
し
等
が
実
施
さ
れ
、
柔
剣

道
場
で
は
、
短
時
間
で
救
命
効
果

を
得
る
た
め
の
優
先
度
を
判
断
す

る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
選
別
）
を
中
心

に
講
習
を
う
け
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
万
一
発
生
し
た
災
害

に
役
立
つ
こ
と
で
、
と
て
も
有
意

義
で
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
関
東
大
震
災
の
あ

っ
た
９
月
１
日
を
、
１
９
６
０
年

に
防
災
の
日
と
定
め
、
国
を
挙
げ

て
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
元
々
地
震
か
ら
始
ま
っ
た
防

災
訓
練
で
す
が
4
年
前
の
東
日
本

大
震
災
、
そ
し
て
将
来
発
生
す
る

と
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
私
た
ち
の

地
震
に
対
す
る
心
配
は
つ
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
近
頃
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
か
台
風
が
強
力
に
な
り
、

西
日
本
を
中
心
と
す
る
大
雨
の
被

害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
。
長
野
県
内
で
は
、
木

曽
で
の
土
石
流
災
害
が
記
憶
に
新

し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
震
、
大
雨
、
台
風
な
ど
里
山

辺
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
被

害
も
な
く
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
…
。
よ
り
一
層
こ
の
よ
う

な
防
災
訓
練
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

　

例
え
ば
、
消
火
器
を
使
う
、
応

急
手
当
を
す
る
、
と
い
っ
た
と
き

は
、
普
段
の
平
静
な
気
持
ち
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
で

も
確
実
に
行
動
す
る
た
め
に
は
、

体
験
し
、
身
体
で
覚
え
て
お
く
こ

と
が
有
効
で
す
。
と
は
い
え
、
日

常
の
中
で
こ
う
し
た
体
験
を
す
る

の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
訓
練
で
体
験
し
、「
知
っ

て
い
る
」
を
「
で
き
る
」
に
し
て

お
き
ま
し
よ
う
。

館
報
編
集
委
員
　
塩
原
　
司
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百
考
不
如
一
行

　

百
考
え
る
よ
り
一
行
動
が
大
切

　

人
は
常
に
人
に
よ
っ
て
い
か
さ

れ
て
い
る
と
思
う
こ
の
頃
だ
。
会

社
勤
め
の
時
は
「
人
よ
り
も
」「
ラ

イ
バ
ル
会
社
よ
り
も
」
と
い
う
経

済
至
上
主
義
に
冒
さ
れ
て
、
人
と

し
て
の
自
分
を
見
失
な
う
事
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
有
難
い
事

に
、
私
は
地
域
に
大
事
に
し
て
も

ら
っ
た
。
お
祭
り
や
公
民
館
活
動

が
目
線
を
変
え
る
き
っ
か
け
だ
っ

　

８
月
24
日
（
日
）、
野
球
・
ソ
フ

ト
排
球
と
も
に
14
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
野
球
は
、
第
一
試
合
開
始

直
後
に
雨
が
降
り
ま
し
た
が
試
合

が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
雨
も
あ
が
り

無
事
決
勝
戦
ま
で
行
え
ま
し
た
。

大
会
結
果

【
野
球
】　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝　

新
井　
　
　

西
小
松

準
優
勝　

南
北
小
松　

美
里
町

【
ソ
フ
ト
排
球
】

　
　
　
　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝　

林　
　
　
　

上
金
井

た
。
会
社
と
は
全
然
違
う
組
織
、

考
え
方
が
ま
る
で
違
う
先
輩
諸
氏

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
く
と
共
に
、

な
ん
と
な
く
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
た
の
で
あ
る
。
会
社
と
は
異
な

る
自
分
が
活
か
さ
れ
て
い
る
感
覚

を
地
域
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

活
動
の
始
ま
り
は
先
輩
の
誘
い

で
あ
っ
た
が
、
考
え
る
よ
り
も
行

動
し
て
み
た
の
が
現
在
に
繋
が
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
良
い
結
果
、

悪
い
結
果
を
百
も
二
百
も
考
え
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
が
、
行
動

（
一
歩
を
踏
み
出
す
）
す
る
機
会

を
失
っ
て
は
勿
体
無
い
と
思
う
。

　

地
域
の
役
員
の
引
き
受
け
手
が

無
く
困
っ
た
と
い
う
声
を
よ
く
聞

く
。
地
域
は
ま
だ
ま
だ
行
動
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
が
山
積
み
し

て
い
る
。
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み

よ
う
。
で
き
る
事
で
よ
い
か
ら
。

新
井
公
民
館
長　

多
田
　
健

　
　
　

1
8
3
0
〜
1
8
8
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里
山
辺
藤
井
生
れ
（
花
岡
吉
次

郎
二
男
）
17
歳
で
江
戸
に
上
り
、

西
桐
原
出
身
の
幕
府
漢
方
系
奥
医

師
「
桐
原
鳳
郷
」「
林
洞
海
」「
大

村
益
次
郎
」
等
に
学
び
「
鳳
郷
」

の
養
子
と
な
っ
た
。
後
、
長
崎
で

蘭
学
、
西
洋
医
学
を
学
び
、
江
戸

医
学
所
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
10

年
東
京
大
学
設
立
と
共
に
医
学
部

教
授
、
明
治
15
年
に
は
初
代
病
院

長
と
な
っ
た
。
が
任
期
途
中
47
歳

で
病
没
さ
れ
た
。
東
京
谷
中
の
天

王
寺
に
頌
徳
碑
が
あ
る
。

　

以
上
金
井
医
院
の
金
井
清
志
先

生
か
ら
「
偉
大
な
る
郷
土
の
先
輩
」

紹
介
の
冊
子
を
頂
き
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

館
報
編
集
委
員
　
細
野
　
麗

準
優
勝　

湯
の
原　
　

西
荒
町

　

ソ
フ
ト
排
球
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

上
金
井
町
会　

勝
者
の
声

『
二
連
覇
は
流
石
！！　

町
会
の
団
結

力
の
賜
で
す
。』

花
岡
　
真し

ん

節せ
つ

初
代
東
大
病
院
長



藤井町会の盆踊り

納涼祭で地域の和が広がる小松町にある無人販売所
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藤
井
町
会
盆
行
事

　

藤
井
町
会
で
は
、
以
前
か
ら
お

盆
の
14
日
に
午
前
中
は
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
夕
方
か
ら
は
盆
踊
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
、
最
近
で
は
大
勢
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
出
来
る
様
に
い
ろ
い
ろ

な
種
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
町

会
の
お
年
寄
り
に
聞
い
た
所
半
世

紀
以
上
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
こ
の
様
な
行
事
は
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
行
く
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

館
報
編
集
委
員
　
赤
木
　
秀
雄

　
「
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
」
を
合

言
葉
に
今
年
も
八
月
三
十
一
日
に

「
学
校
応
援
団
」
事
業
の
一
環
と

し
て
入
・
里
の
町
内
公
民
館
長
の

方
々
に
校
庭
の
草
刈
り
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
実
施
が
危
ぶ
ま

れ
る
よ
う
な
雨
で
し
た
が
、
作
業

開
始
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
雨
が
あ

が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
気
持
ち
の
良
い

校
庭
で
思
う
存
分
運
動
会
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ご
都
合
が
あ
る
中

を
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に

心
よ
り
感
謝
で
す
。
山
辺
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
に
よ
っ
て
育
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

山
辺
小
学
校 

校
長
　
桐
原
　
寧

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
30
回

目
の
特
別
展
と
し
て
標
記
の
展
覧

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
期
間
中

多
く
の
方
々
に
百
瀬
画
伯
の
世
界

に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

10
月
28
日
か
ら
11
月
3
日
ま
で

山
辺
学
校
歴
史
民
俗
資
料
館
2
階

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
入
場
料

は
無
料
で
す
。

　

今
回
は
、
30
回
と
い
う
節
目
に

当
た
る
こ
と
も
あ
り
、
郷
土
が
生

ん
だ
著
名
な
百
瀬
画
伯
の
作
品
を

一
挙
に
60
点
以
上
も
展
示
い
た
し

ま
す
。
百
瀬
画
伯
の
作
品
は
、
そ

の
知
名
度
か
ら
全
国
に
散
ら
ば
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

山
辺
民
俗
資
料
館

指
導
員
　
手
塚
　
義
雄

　

小
松
町
内
の
無
人
販
売
所
を
訪

ね
ま
し
た
。
近
所
の
方
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
色
々
な
野
菜
が

並
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

是
非
立
ち
寄
っ
て
、
買
い
求
め

て
は
い
か
が
で
す
か
。
安
く
て
新

鮮
で
す
。

館
報
編
集
委
員
　
丸
山
　
健
一

北
小
松
納
涼
祭
開
催

　

去
る
７
月
26
日
（
土
）
第
２
回

目
の
北
小
松
納
涼
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
住
民
の
交
流
を
主

旨
と
し
て
北
小
松
公
民
館
前
に
出

店
を
設
け
飲
食
物
を
販
売
し
、
館

内
で
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
シ
ョ
ー

等
を
催
し
ま
し
た
。
酷
暑
の
中
、

延
べ
2
0
0
名
を
上
回
る
方
に
来

◆
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ

　

夏
休
み
の
フ
ォ
レ
ス

ト
ク
ラ
ブ
は
、8
月
2
日
、

3
日
に
8
家
族
23
人
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。美
ヶ
原
の
天
狗
の

路
地
（
美
ヶ
原
自
然
保

護
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
思
い
出
の
丘

の
約
4
㎞
を
歩
き
、
夜
は
美
ヶ
原

少
年
自
然
の
家
に
宿
泊
し
、
キ
ャ

ン
ド
ル
フ
ァ
イ
ア
ー
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

場
頂
き
ま
し
た
。
開
催
に
お
力
添

え
戴
い
た
町
会
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

実
行
委
員
長　

横
山
　
覚

◆
夏
休
み
釣
り
講
座

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
夏
休
み
釣

り
講
座
は
、
8
月
7
日
に
薄
川
金

華
橋
上
で
5
家
族
15
人
の
参
加
で

行
わ
れ
、
多
い
人
は
ひ
と
家
族
で

12
匹
の
ニ
ジ
マ
ス
を
釣
り
大
喜
び

で
し
た
。
一
家
族
に
一
人
の
講
師

（
犀
川
漁
協
の
方
）
が
付
き
熱
心

に
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

◆
第
10
回
里
山
辺
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
は
雨
の
た
め
中
止
に

な
り
ま
し
た
。

◆
里
山
辺
公
民
館
の
和
室
が
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
に
畳
替
え
を
花
岡
畳
店

（
兎
川
寺
）
さ
ん
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
８
月
に
は
中
野
表
具

店
（
新
井
）
さ
ん
に
、
入
口
と
押

入
れ
の
襖
を
新
し
い
も
の
に
交
換

と
下
駄
箱
の
ク
ロ
ス
を
張
り
替
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

大
切
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

第
40
回
里
山
辺
地
区
文
化
祭

が
、
11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
作
品
展
は
２
日

間
で
、
里
山
辺
公
民
館
で
は
、
展

示
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ
か
、
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
２
日
（
日
）
の
開

催
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

℡
３
２
―
１
０
７
７

第
30
回
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展


